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［緒言］ＷＯ３膜は光触媒 1)や高感度の半導体ガスセンサー2)として盛んに研究されている。一方、

パワー・ツー・ケミカル（Ｐ２Ｃ）3)で有望視されるメタノール、ＣＯ、アンモニア、トルエン、

メチルシクロヘキサンなどの可燃性ガスを爆発範囲内の高濃度でも安全、迅速に測定でき、安価

で長寿命のセンサーを得ることが必要になると考えられる。高濃度に対応でき安価な熱伝導方式

は空気と熱伝導率が近いメタノール、ＣＯは応答せず 4)、赤外線方式は光学系が高価である。我々

はＷＯ３ナノ粒子膜が室温での可視光照射により高濃度でのガスセンシングに適することを見出

した。 

［実験］図１に示すようにガラス上櫛形Ｐｔ電極（１０μｍピッチ）上にＷＯ３ナノ粒子水分散液

をマイクロシリンジで塗布し、６０℃で乾燥した。室温、大気中、１５０００ルクスの白色ＬＥ

Ｄ下３μＡの直流電流で可燃性ガスが触れた時の電圧変化（初期～１．３Ｖ）を測定した。高濃

度ガス測定は不織布に溶媒をしみ込ませ、櫛形電極の近傍に置き、ガラスシャーレで蓋をした。

爆発限界以下の低濃度は４５Ｌのステンレス箱中、シリンジで液体を外部から添加して測定した。 

［結果］高濃度メタノール（～１７ｖｏｌ％）に対して抵抗は７０％減少した。図２に繰り返し

測定の結果を示した。３．５および１．２ｖｏｌ％メタノールでは抵抗はそれぞれ９及び４％減

少した（図３）。光を照射しないと応答は極めて小さい。アンモニアでも抵抗は減少した。アセト

ンでは抵抗が少し増加し、トルエンにはほとんど応答しなかった。しかし、ＷＯ３にＰｔナノ粒子

を０．１ｗｔ％添加するとトルエンやシクロヘキサンに対しては抵抗が増大した。またメタノー

ルやトルエンに対しては感度が向上しｐｐｍレベルで測定が可能になった。 
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Fig.3 Response for methanol concentration
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Fig.2  Repeated response for highly 
concentrated methanol gas   
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